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第17期　第9回常任理事会　議事録

日　時　昭和48年4月16日（月）14～17時

場　所　気象庁海洋気象部会議室

出席者　礒野，小平，二宮，河村，窪田，北川，川村，

　　　　丸山各常任理事

列席者　中村庶務委員

報　告

　〔庶　務〕

1）3月22日，常任理事会の議決により，各支部長あて

　に「賛助会費による学会の増収についてのお願い」を

　発送した．

　〔ノート〕

1）気研ノートに、質疑応答”　、追加解説”欄を新設す

　ることにした．

　〔講演企画〕

1）夏期大学講座は，7月30日～8月2日の4日間に変

　更した．

2）関西支部と共催の「メソ気象シンポジウム」は，6

　月8～9日に京都で開催する．

3）秋季大会のシンポジウムは、新しい計測法とその利

　用の展望”とする．

　〔長期計画〕

　昨年5月に長期計画発表後の活動状況

1）当面の重点的活動として，学会支部活動を盛んにす

　ることと，全国大会での集中講義ゼミナールの実施を

　提起した．

2）研究者の育成と水準の向上の面で，（1）大学院での講

　義，指導の充実，（2）研究を生かせる就職先の拡大，

　（3）気象庁における研究環境の確立を提起した．

3）会員を多方面から迎え入れることをよびかけた．

4）機関誌の内容充実を実現するために，学会財政の改

　善を図る必要がある．

　〔南　極〕

　差し当り次のことを行なう．

1）各機関および会員への呼びかけ．

2）天気に南極研究観測の経過と文献目録の掲載．

3）本年秋季大会に「南極」のセッションを設け研究発

表を募る．

議　題

1　総会準備について．

騰華響講、1罪綱）｝原案了承

淵羅講案ト部修正し了承

2　そ　の　他

　1）次の学術賞，学術奨励金候補者推薦要綱を承認

　　　学術賞・学術奨励金候補者推薦要綱

　　1．

2．

3．

4．

　被推薦者は会員に限る．

　推薦実施の決定は原則として常任理事会で行う

　会員の応募，推薦申出があるとき，担当理事は

資料意見等を付して常任理事会に提出し，必要が

あれば，2名以上の会員の意見を徴して資料とす

る．会員の申出によらず常任理事の発議で推薦を

行うこともできる．

　同一候補者，同一題目については4回以上連続

して推薦することは行わない．ただし研究内容に

著しい発展があるときはこの限りでない．

　2）賛助会員勧誘計画表（案）を承認

　承認事項　通常会員黒田隆ほか19名，賛助会員東洋理

化工業株式会社の入会を承認．
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